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海に囲まれたわが国では、海岸は生活の場であ

るとともに、“白砂青松”に代表されるように古

くから自然観照の対象でもあった。しかし、産業

化が進む近代化の中で、海岸域の著しい開発や環

境変化により自然が失われてきたが、北海道も例

外ではなく大きな変貌を遂げてきている。江戸末

期から明治維新の時代を生きた松浦武四郎は、伊

勢に生まれ、青春期に日本各地を巡り、当時の世

界情勢に大きな興味を抱くようになった。とりわ

け北方の情勢に強い関心をよせ、都合延べ５周以

上、当時の蝦夷地（北海道）を踏査し、明治維新

後には国郡名の選定にもたずさわり、“北海道”

の名付け親としても知られている。ここでは、北

海道の海岸域の景観について、その現状を把握し、

約150年前に松浦武四郎が描写した廻浦日誌の挿

絵の景観と沿岸部の市町村の観光パンフレットに

掲載されている現在の海岸景観写真とを比較する

ことにより、海岸域の観光利用や景観保全を進め

る上での留意点を考えてみたい。
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１　はじめに

２　北海道の海岸線の特徴
北海道の海岸線の総延長は3,050�であり、全

国の約９％を占めている。海岸線を大まかに自

然海岸（人工構造物の無い海岸）、半自然海岸、

人工海岸（埋立等により人工的に造成された海

岸）に分類すると、北海道の海岸線の61％が自

然海岸で、全国（55％）に比べて比較的自然が

残されているといえるが､それでも改変が大きく

進んでいることがわかる。また、砂・礫
れき
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体の29%を占め、全国（12%）に比べて非常に多

い特徴がある（補注１）。この海岸線を建設省（現

国土交通省）等による海岸保全基本方針（平成

12年５月策定）において区分された海域を基に、

北見（総延長412�）、根室（386�）、十勝釧路

（442�）、日高胆振（261�）、渡島東（257�）、

渡島南（166�）後志檜山（486�）、石狩湾

（192�）、天塩（415�）の９海域(図１)に区分

すると、北見、根室、十勝釧路、石狩湾で自然

海岸率が高く、特に北見と根室は約80％の海岸

線が自然海岸であった(図２)。一方、日高胆振、

渡島東、渡島南といった道南地方から太平洋岸

にかけての海域では自然海岸率が低く、逆に人

工海岸の割合が高くなっている。各海域の自然

海岸の特徴としては、北見は砂・礫浜が大部分

を占め、根室は砂・礫浜および岩礁の占める割

合が高く、他の海域ではみられない泥浜が特徴

的である。石狩湾や十勝釧路では海食崖が多く、

天塩や日高胆振では砂・礫浜がほとんどである。

渡島東は砂・礫とともに海食崖の占める割合が

高く、渡島南と後志檜山では岩礁の比率がそれ

ぞれ高い。

夷地についての概略は既に知った上での、地誌

調査を目的とした踏査行であった。調査は海岸

から川筋の内陸部に及び、その記録は正確であ

るが、それは彼がアイヌ語を話せ、人並みはず

れた体力のほかその地に住むアイヌの人々と人

間的なふれあいができたからであろう。

樺太を除く北海道についての挿絵は229枚で、

景観描写180枚の他、河川、動植物、文物描写な

どである（補注２）。景観描写は、内陸部からみる

海岸の景117枚、海岸部からみる海岸の景27枚、

海岸部からみる内陸部(山岳)の景10枚、内陸部

からみる内陸部の景(山岳)８枚、沖合いからみ

る内陸部(沿岸、山岳)の景18枚である。挿絵の

数を海域別にみると､後志桧山が最も多く86枚､

次いで石狩湾20枚となり、100キロメートル当り

で比較しても後志檜山18枚、石狩10枚と他に比

べて多く、これらに次ぐのは、胆振日高、北見、

十勝釧路でほぼ半数となる。後志桧山や石狩湾

がより詳細に記述されているのは、集落や産物

など地誌として重要であることや、地形などの

変化も大きいことによるものと思われる。

景観描写については、描画地点とその範囲が

陸路からみる実写とは異なる挿絵もみられる。

具体的には、沖合からみえる内陸部の挿絵、鳥
ちょう

瞰
かん

図のような形に描かれた挿絵など、通常の視

点からはみられない構図のものもある。そこで、

地図立体視ソフトを使い、挿絵と模擬撮影した

図版との比較を行うと、写実的な描写以外に、

山岳がより判別しやすいように垂直方向を強調

したものや、通常の視野よりも著しく広く、中

心部を描いた後にでも、左右に向きを変えた上

で描き足したり、あるいは一度周囲を見てそれ

３ 「廻浦日誌」の挿絵にみられる海岸景観
の特徴

廻浦は「浦を廻り巡る」の意味であり、その

経路は安政三年（1856年）に函館から時計回り

で、日本海岸から樺太、さらにオホーツク海岸

から太平洋岸という順に巡り、北海道の沿岸部

を一周したものである。この蝦夷地への渡航は

４度目で、およそ３周目のものであるため、蝦

図１　北海道の海域区分と廻浦日誌の景観クラスター（�～�）

図２　海岸線の海域別比較
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表１　挿絵の景観要素と出現比率

図３　「居住地複雑」景観クラスター挿絵例

図４　「湾、潤、港」景観クラスター挿絵例

図５　「岬・崖」景観クラスター挿絵例

図６　「単調眺望」景観クラスター挿絵例

図７　「居住地単調眺望」景観クラスター挿絵例

らを頭の中で再構成して描いたと推定されるも

のがみられる。また、鳥瞰図的に描かれたもの

であっても、それを可能にする高さの視点場が

ない例もあり、あたかも高所から眺めたように

頭の中で構成していると判断されるものもある。

挿絵中の景観構成要素の出現頻度を、挿絵に

かかれた注釈部分をもとに分類すると、表１の

ように海洋・海岸線が最も多く35%を占め、主要

なものは礫・岩石、岬・崖、湾・港、浜、島で

ある。次いで河川・湖沼21%で川･河口、峡谷が

あげられ、山･丘陵16%、建物･生活地域16%と続

いている。描写は内陸部も含むため、前述の海

域に厳密に対応させるのは困難であるが、不明

要素を除きおよその傾向をみると、後志檜山と

石狩湾では海洋・海岸線が共に50%近くと多い

が、他の海域ではそれぞれに分散している。ま

た、個々の要素では後志檜山では礫・岩石、

岬・崖、湾・港がそれぞれ多いのに対して、石

狩湾や北見では岬・崖がそれぞれ半数近くか半

数を超え、礫・岩石が20～30%でそれに続き、海

岸の構成要素の違いがあらわれている。しかし、

北見や天塩で高い比率を占めている砂・礫浜の

描写は比較的少ない。構成要素の出現には相互

に関連があるため、各巻別の景観構成要素出現

頻度をもとにクラスター分析を行うと以下のよ

うになる。

�「居住複雑」景観クラスター：見通しのきい

た景観で多様で変化に富んだ地域である。また、

地域名が多いことから、人が集住している拠点

的な場所であったであろう（図３）。

�「湾・澗・港」景観クラスター：湾・澗・港、

崖、浜といった海岸線に関する景観構成要素が

多く、湾・澗・港では船の往来もみられたであ

ろう（図４）。

�「岬・崖」景観クラスター：岬・崖や断崖絶

壁が多い地域が狭角的に描かれている（図５）。

�「単調眺望」景観クラスター：磯・岩・石や

岬・崖も少なく、経路が安寧のため記述も簡素

な地域である（図６）。

�「居住地単調眺望」景観クラスター：地域名

が多い。岬・崖も少なく、眺望のきいた地域で

ある（図７）。

測量を目的とした伊能忠敬の紀行文にはほと

んど風景観照的記述がないといわれているが、

この廻浦日誌でも、地誌調査を主目的としたた

めか風景観照的記載は少なく、また、書かれて
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いてもごく簡単である。しかし、少ない中にも

｢眺望よろし｣あるいは｢眺望実に筆紙に及ぶべき

処にあらず｣といった記述がみられ、眺望景観を

評価していることがわかる。また、「その風景実

に目を驚かせり」「奇怪の岩石実に目も驚かすな

り」「奇絶の地なり」といった記述から珍しさや

自然の営為への感動がうかがわれる。さらに、

「船にて見物眺望ひとかたならず」など舟からの

描写があるが､動的な変化を楽しむ直接的な記述

はみられない。しかし、川を舟行するにつれて

鳥が驚いて飛び立つ様や両岸の風景を｢左右の山

岳峨
が

々
が

たる赤壁にして…老樹露根､其岸壁よりは

水落､石出で､風景言わんかたなし｣というような

動的と思われる描写もみられる。一方､伝統的風

景観照としてあげられる古来の名所になぞらえ

た“歌枕的”観照記述はないが、「風景将軍着色

物のごとし」（唐代の画家李恩訓の彩色画のよう

に美しい）との記述や「海岸峨々たる崖にして､

雲林の皺
し

法
わ

をもて画にすべく其真を得がたしと

ぞ見ゆ」（雲林は元時代の高士で水墨で岩皺の筆

法に勝れていた）など、文人としての見方も一

部にあらわれている。また、「平野しばし行きて

…平野小笹原､尾花､女良花、桔梗…野菊など乱

れて大いに北海岸の風景より優美に見えける」

と平地の草花をめでる風景記述もみられ興味深

い。

北海道内海岸域に位置する208市町村の観光パ

ンフレットのうち、海岸写真を掲載していたの

は109市町村であった。その532枚の写真の主題

に注目して分類したところ、図８のように多様

な要素が観光資源としてあげられ、中でも展

望・公園が多く、眺望景観が中心となっている

ことがわかる。また、奇岩・岩礁、岬・断崖と

いった自然景観要素や海水浴場といった利用に

関連したものも比較的多くみられる。

海域毎の特徴としては、北見では多様な景観

が主題とされ、特有の観光資源として流氷があ

げられ、根室では写真の数は少ないものの、原

生花園や漁業風景､流氷が特徴的である。十勝釧

路では原生花園、岬・断崖が、日高胆振では

４　観光パンフレットからみた北海道の海
岸景観

５　結びにかえて
―海岸の観光利用と景観の保全に向けて―

図８　観光パンフレットの主題の海域別比較

岬・岩礁、海水浴場、奇岩・岩礁の写真も比較

的多く、また、渡島東は最も写真の毎数が少な

いが、他の海域に比べて港が比較的多くあげら

れている。後志檜山は写真の枚数が多く、特に

奇岩・岩礁、岬・断崖、海水浴場が目立ってい

る。石狩湾では奇岩・岩礁が多く､鰊番屋や鰊御

殿といった歴史建築が多い特徴がみられ、天塩

は最も多くの写真が用いられ､主題も多様であ

る。

廻浦日誌の挿絵、観光パンフレットともに、

奇岩・岩礁、岬・断崖などの景観要素が多くあ

げられ、自然の特異な景観への珍しさや驚きを

基本とする評価は共通し、今でも主要な観光資

源である。

一方、砂・礫浜は展望台や高所からのパノラ

マ的な眺望景観の対象としてはあげられている

が、水平景としては平坦で単調なイメージを与

えることにより、両者共に出現頻度は少ない。

観光パンフレットでは、原生花園を除くと海水

浴場としての利用以外では観光資源としてあま

り評価されていないようである。

廻浦日誌の挿絵では、高い視点からの眺望景

観が多く描かれていた。これは説明記録として

広範囲をカバーする目的によるところもあろう

が､江戸後期より名勝などで鳥瞰図的な描写が多
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かった水平景を含めて、新しい視点からの景観

評価が求められよう。

平成11年の海岸法の改正により、従来の｢海岸

災害からの防護｣に加え､「海岸環境の整備と保

全」と「公衆の海岸の適正な利用」がその目的

に追加され、海岸保全基本方針には自然との共

生がうたわれている。

浸食や災害を受けやすい海岸線での護岸や保

全施設整備では、より一層、自然性への配慮や

周囲との調和が重要となり､人工的改変が大きい

港湾部や沿岸道路の整備などでもランドマーク

となる岬､岩礁などの自然要素の保全や調和の取

れた人工物のデザインが望まれる。そのような

保全や整備に際して、廻浦日誌に描かれた景観

は北海道の海岸域の原風景として積極的に活用

したいものである。

くなったこととも対応し、パノラマ的景観が評価

され、現代につながってきていると考えることも

できよう。一方、廻浦日誌では舟からの移り変わ

る動的景観（シークェンス）の評価は明確ではな

いが、海上から眺める汀から遠景の山々にいたる

優れた景観の存在を示している。日常では味わえ

ない乗船と動的景観は現在でも大きな魅力で、流

氷・野生動物観察などをも加えた新たな体験観光

が期待されている。

廻浦日誌の全行程の景観は、居住・非居住、単

調・複雑、近中景・遠景といった視点から、居住

複雑景観、湾・澗・港景観、岬・崖景観、単調眺

望景観、居住地単調眺望景観に分類された。海域

別の特徴としては、北見や石狩湾海域では岬・崖

景観が、後志檜山海域では湾・澗・港景観記述が

特徴とされるのに対し、観光パンフレットでは記

載が少なく、観光資源として今後さらに活用が考

えられよう。

平成15年から10年をかけて整備が進められる予

定の北海道長距離自然歩道(延長4,585�)では、

その約45%程度は海岸近くを通るものであり、武

四郎のたどった経路やそれに近いものが多く含ま

れているとみられる｡自然景観が残されている部

分では過去の追体験を可能にするばかりでなく、

大きく変貌した地域でも、失われたアイヌの人た

ちの集落や自然を想い、歴史を感じる貴重な体験

歩道となろう。整備に際し、挿絵の描写地点は展

望や休息地点の設定に際して大いに参考となるも

のと思われる。

自然海岸の保護として、特別な価値が認められ

ている場合には文化財保護法による名勝指定があ

るが、北海道ではほとんどが該当してこなかっ

た｡しかし､北海道の海岸延長の37%が自然公園

(国立・国定・道立の各自然公園)に含まれ､自然

海岸では45%が指定されているが、全国からみる

とまだまだ低い比率である｡ 特に、海食崖67%､

岩礁56%に対して、砂・礫浜の指定は27%に過ぎ

ず､最も規制の強い特別保護地区のほとんどは海

食崖・岩礁である。このため、人工化が急激に進

んでいる砂・礫浜の保全は急務である。広大な砂

浜や砂丘・海浜植生などは全国的にも希少となっ

てきており､自然散策やキャンプなどの利用と組

み合わせながら、これまであまり評価されてこな
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〈補注〉
１）平成13年度海岸統計による。
２）高倉新一郎解読「竹四郎廻浦日記」上下、北海道
出版企画センター（昭和53年）による。なお、文
中では通称の武四郎「廻浦日誌」とした。


